[image: image1.emf]（例１）［ 道順を説明する基本画面 ］

（例２）［ 各オブジェクトを移動した画面 ］

それぞれのオブジェクトの位

置を自由に変更することがで

きる


黒板のように活用する／マスクの使い方／加除訂正をする／

[image: image2.emf]マスクを前面に配置した状

態の画面

マスクを背面に配置した状

態の画面

[前面へ移動(Ｔ)] [背面へ移動(K)] については、あらかじめ図形描画

ツールバー上にカスタマイズしておくと便利です。

画像を取り込む／学習の内容を取り込む

１　黒板のように活用する
教材研究のときに、あらかじめ板書事項を作成しておくことで、時間の節約を図り効率的な学習を行うことができます。Excel では、シートを活用すれば何枚も板書事項を作成することが可能ですから、授業時に必要に応じてそれらのシートを切り替えることで、学習のフィードバックを容易に行うことができます。

[image: image3.emf]（例１）

項目を記入するテキストボックス

は、コピーしながら活用することで

何枚でも作成できます。

（例２）

（例３）

［オートシェイプ(Ｕ)］

テキストボックスをドラッグし移動

させて項目を入力

図形処理ツールバーにある［オート

シェイプ(Ｕ)］の中から、囲み線や簡

単な基本図形を使ってレイアウトを整

えることができます。

各テキストボックスをきち

んとレイアウトするのは、

[図形の調整(R)]→ [配置/

整列(A)]で行います。よく

使うコマンドについては、

あらかじめ図形描画ツール

バーにカスタマイズしてお

くと便利です。


２　マスクの使い方

作成したシートにマスク用の図形を作り、それを使って各項目を提示したり隠したりすることで学習の定着を図ることができます。

[image: image4.emf]（例３）［ 道順の説明を聞いて、各オブジェクトの場所を考える画面 ］


[image: image5.emf]
３　加除訂正をする
授業中の説明のときなどに、図形描画機能を使ってその場でマルチメディアボードに書き込みを行って、黒板のように加除訂正ができます。
[image: image6.emf]テキストボックスの色のつけ方については、＜AF_12 マルチメディ

アボードの作成＞「２　マルチメディアボードの作成方法」の21～

23を参考にしてください。

[最前面へ移動(T)] または [最背面へ移動(K)]

を選択してマスクの配置を変更する

[図形の調整(R)]をクリック

[順序(R)]を選択

ドラッグして移動

ドラッグして移動

入力項目のテキストボックスよりも少し大きめの

テキストボックスに、背景と同色の色をつけて、マ

スクとして利用する


４　画像を取り込む

教材として活用したい画像をコンピュータに取り込み図形描画ソフトで処理して、Excel に貼り付けます。各オブジェクトをそれぞれに切り取って貼り付けておくことで、それらを色々な箇所に簡単に移動し位置を変えることができます。この方法を使えば、子どもの学習段階に応じた教材をその場で容易に作成することができます。

[image: image7.emf]テキストボックスをド

ラッグし移動させて項

目を入力

[塗りつぶしの色]、[線の色]、[フォント

の色]、[線のスタイル] などを使ってテ

キストボックスの書式を設定

[直線]、[矢印]、[四角形]、[楕円] などを

使って必要項目を入力



５　学習の内容を取り込む
学習の定着を図ったり、学習のまとめを行ったりする際に、子どものワークシートなどをスキャナやデジタルカメラで取り込んで、その場で授業に生かすことができます。

























